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自治体職員向け気候変動適応勉強会開催に向けた検討状況 

1. 自治体職員のための『気候変動への適応』勉強会の概要 

 基礎自治体職員向けに気候変動適応に関する勉強会を行うことで、気候変動適応及び適応計画
について学び、地域気候変動適応計画策定のための足掛かりとしてもらうことを目的としてい
る 

 令和 5.6 年度で合計 6 回の勉強会を実施 
 令和 7 年度は 2 回の開催を予定 

 

2. 過年度に勉強会を実施した自治体 

 本別町（令和 6 年 2 月実施） 
 池田町（令和 6 年 2 月実施）→策定済み 
 美幌町（令和 6 年 2 月実施）→策定済み 
 大空町（令和 6 年 2 月実施）→策定済み 
 新篠津村（令和 6 年 3 月実施） 
 浜中町（令和 7 年 1 月実施） 
 新ひだか町（令和 7 年 2 月実施）→令和 7 年 10 月頃の策定を予定 
 せたな町（令和 7 年 2 月実施） 

 

3. 候補自治体検討 

 様似町（日高振興局） 
 昨年度開催自治体検討の際にお声がけした自治体 
 開催の意向をいただいた時期の都合上、昨年度の実施に至らなかったため、本年度実施 
 町の職員を招集する勉強会として、2 時間程度の開催時間の確保が可能 
 
【希望する内容】 
 職員が危機感を持つための、過去～現在～未来（予想）の気候変動の概要 
 対策をしない場合に待ち受けている未来を知り、緩和・適応を考える必要性を職員に認識

してもらえる内容 
 
【その他、関心分野】 
 気候変動後の適切な作物について（様似町近隣ではなく北海道全体の話でも可） 
 気候変動に伴う豪雨による災害発生状況の変化について 
 太平洋側の魚種の変化について 
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 海流の変動状況について 
 温暖化に伴う赤潮発生リスクについて 
※確保できる時間に限りがあるため、可能な範囲で対応を検討中 

 
 北海道庁様に道内自治体の状況をお伺い 

 道庁様のアンケート調査で計画策定のための勉強会を希望する自治体を優先的に打診 
 

【道庁様提供資料】 
計画策定のための勉強会を希望する自治体 
石狩（３） 江別市、当別町、新篠津村 

渡島（５） 松前町、木古内町、七飯町、鹿部町、森町 

檜山（４） 厚沢部町、乙部町、奥尻町、せたな町 

後志（９） 
寿都町、蘭越町、留寿都村、京極町、倶知安町、岩内町、積丹町、

仁木町、赤井川村 

空知（８） 
芦別市、滝川市、歌志内市、奈井江町、由仁町、栗山町、月形町、

秩父別町 

上川（９） 
鷹栖町、比布町、愛別町、上富良野町、中富良野町、占冠村、美深
町、音威子府村、中川町 

留萌（３） 小平町、初山別村、遠別町 
宗谷（４） 浜頓別町、豊富町、利尻町、利尻富士町 
網走（５） 清里町、佐呂間町、遠軽町、滝上町、雄武町 
胆振（２） 登別市、安平町 
日高（４） 日高町、平取町、新冠町、新ひだか町 

十勝（４） 音更町、鹿追町、更別町、大樹町 

釧路（２） 浜中町、標茶町 
根室（１） 標津町 

※囲みは、令和８年度以降に策定予定の市町（未定を含む） 
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4. 打診方法 

 自治体への連絡前に、実行計画（区域施策編等）の計画の中に適応に関する内容が記載されて
いないかを確認 

 適応計画として認められる可能性があるものは道庁様と相談 
 適応計画未策定と確認が取れた自治体からチラシ等※1を活用しながら打診を行う 

 メールにてご案内 
 お電話にて担当者様へのご説明 
 打合せを設け詳細のご説明やご要望のヒアリング 
 

※1【自治体への連絡時に使用しているチラシ】 

 
 

5. 進捗状況 

 1 自治体様と対面にて打合せ実施（進行中） 
 その他、開催が難しいとの回答をいただく場合の理由 

 町の気候変動に関する意識醸成の状況を鑑み、勉強会開催のタイミングとして適切ではな
い 

 業務多忙により、部局をまたいだ職員向けの勉強会の開催時間の確保が難しい 
 

以上 
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